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授業科目〈シラバス〉について 

この「2019 授業科目〈シラバス〉」は、平成 31 年度に大学院芸術文化学研究科で開講さ

れる（一部休講科目を含む。）授業科目について、各担当教員から提出された授業科目〈シ

ラバス〉をまとめたものです。履修計画や年間の学習計画を立てる際に利用してください。

なお、履修案内については、別冊「履修便覧」に記載しています。

１．集中講義科目については、単位数・学期欄の（）内に表記されています。 

２．担当教員名欄には、科目の指導担当教員全員の氏名が記載されています。 

３．担当教員名欄の（客）は客員教授を、(非）は非常勤講師を表します。 

４．履修上の留意点には、履修の条件や注意事項のほかに、履修にあたり心掛けるべき点、

学生への要望等が記載されています。 



単位 学期 履修年次 授業区分 ページ

　90112 芸術表現総合比較研究Ⅰ 2 通年 1・2 演習 1

90113 芸術表現総合比較研究Ⅱ 2 通年 2・3 演習 2

90228 比較美学研究Ａ 2 後期 1・2 講義 3

90229 比較美学研究Ｂ 2 前期（集中講義） 1・2 講義 4

90230 比較芸術学特殊研究Ａ 2 前期 1・2 講義 5

90231 比較芸術学特殊研究Ｂ 2 後期（集中講義） 1･2 講義 6

90242 日本芸術批評史研究Ａ 2 前期 1･2 講義 7

90243 日本芸術批評史研究Ｂ 2 後期（集中講義） 1･2 講義 8

90244 東洋芸術批評史研究Ａ 2 前期 1･2 講義 9

90245 東洋芸術批評史研究Ｂ 2 前期（集中講義） 1･2 講義 10

90234 西洋芸術批評史研究Ａ 2 後期 1･2 講義 11

90235 西洋芸術批評史研究Ｂ 2 前期（集中講義） 1･2 講義 12

90216 民族工芸論研究 4 通年 1･2 講義 13

90217 映像論研究 2 前期（集中講義） 1･2 講義 14

90246 日本芸術文化学研究Ａ 2 前期 1･2 講義 15

90247 日本芸術文化学研究B 2 後期 1・2 講義 16

90248 民族芸術文化学研究A 2 前期 1・2 講義 17

90249 民族芸術文化学研究B 2 後期 1・2 講義 18

90251 東洋芸術文化学研究Ａ 2 前期 1・2 講義 19

90252 東洋芸術文化学研究Ｂ 2 後期 1・2 講義 20

90250 民族芸術学特論 2 後期（集中講義） 1・2 講義 21

90238 東洋工芸史研究 4 通年 1・2 講義 22

90220 西洋音楽史研究 4 通年 1・2 講義 23

90221 日本音楽史研究 4 通年 1・2 講義 24

90223 民族音楽学研究 4 通年 1・2 講義 25

90224 琉球音楽論研究 4 通年 1・2 講義 26

90225 民族舞踊学研究 4 通年 1・2 講義 27

90226 民俗芸能論研究 4 通年 1・2 講義 28

90227 琉球楽劇論研究 4 通年 1・2 講義 29

90239 楽曲分析研究 2 後期 1・2 講義 30

90240 アートマネジメント研究 2 通年 1・2 演習 31

90241 芸術学研究 2 通年 1・2 講義 32
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科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

90220 すὒ㡢ᴦྐ研究 �単位 通年 1・2 講⩏ ྥ஭኱⟇  

■テーマ  స᭤ᐙのಶேᵝᘧと᫬௦ᵝᘧの㛵ಀについて⪃ᐹする。 

■授業の概要 

㡢ᴦや⟶ᘻᴦ᭤、ḷ᭤、ᐊ内ࣀ࢔ࣆシ࣮（1��2㹼191�）と࣮ࣔࣜス・ラࣦ࢙ࣝ（1���㹼193�）のࢵࣗࣅࢻ・ࢻ࣮ࣟࢡ

ᴦ᭤な࡝をとりあࡆ、この୧స᭤ᐙのಶேᵝᘧのඹ㏻ᛶと㐪いを、ᴦ᭤ศᯒと⨾学ⓗな⫼ᬒに㛵する⪃ᐹを㏻して᫂ら

かにする。とりࢃけ、このࡩたりのస᭤ᐙが、文学・⤮画な࡝の㡢ᴦ௨እのศ㔝との「↷ᛂ（ࣞࢥス࣏ࣥࣥࢲス）」を㏻

れた、この᫬௦≉᭷の文化ⓗ⫼ᬒࡤと࿧「ࢡࢵ࣏࢚・ࣝ࣋」、たかをࡗにして⊂⮬の㡢ᴦᵝᘧを☜立してい࠺ࡼの࡝、ࡌ

を㏻して⪃ᐹしたい。 

■到達目標  

・࿴ኌやࢡࢸス࢔ࣗࢳの㠃において」㞧な㠃をもつࢵࣗࣅࢻシ࣮とラࣦ࢙ࣝの㡢ᴦをศᯒⓗなほ点から⌮ゎする。 

 。た、文化ⓗ・⨾学ⓗな⫼ᬒについて⌮ゎするࡗ⮳シ࣮とラࣦ࢙ࣝが⊂⮬の㡢ᴦᵝᘧを☜立するにࢵࣗࣅࢻ・

 。シ࣮とラࣦ࢙ࣝのಶேᵝᘧをᢕᥱすることで、సရ研究や₇ዌゎ㔘のᡭがかりをつかむࢵࣗࣅࢻ・

■授業計画・方法 

๓期 ᚋ期 

１．導ධ 1�．ᚋ期の導ධ 

 シ࣮とラࣦ࢙ࣝのḷ᭤のศᯒ（1）ࢵࣗࣅࢻ．�の᫬௦ ᴫㄝ（1） 1ࡑシ࣮、ラࣦ࢙ࣝとࢵࣗࣅࢻ．２

 シ࣮とラࣦ࢙ࣝのḷ᭤のศᯒ（2）ࢵࣗࣅࢻ．�の᫬௦ ᴫㄝ（2） 1ࡑシ࣮、ラࣦ࢙ࣝとࢵࣗࣅࢻ．３

 （�）㡢ᴦのศᯒ（1） 19．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表ࣀ࢔ࣆシ࣮のࢵࣗࣅࢻ．４

㸳．ࢵࣗࣅࢻシ࣮のࣀ࢔ࣆ㡢ᴦのศᯒ（2） 20．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（�） 

㸴．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（1） 21．ࢵࣗࣅࢻシ࣮とラࣦ࢙ࣝのᐊ内ᴦ᭤のศᯒ（1） 

㸵．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（2） 22．ࢵࣗࣅࢻシ࣮とラࣦ࢙ࣝのᐊ内ᴦ᭤のศᯒ（2） 

㸶．ࢵࣗࣅࢻシ࣮の⟶ᘻᴦ᭤のศᯒ（1） 23．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（�） 

㸷．ࢵࣗࣅࢻシ࣮の⟶ᘻᴦ᭤のศᯒ（2） 2�．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（9） 

10．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（3） 2�．ラࣦ࢙ࣝの⟶ᘻᴦ᭤のศᯒ（1） 

11．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（�） 2�．ラࣦ࢙ࣝの⟶ᘻᴦ᭤のศᯒ（2） 

12．ラࣦ࢙ࣝのࣀ࢔ࣆ㡢ᴦのศᯒ（1） 2�．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（10） 

13．ラࣦ࢙ࣝのࣀ࢔ࣆ㡢ᴦのศᯒ（2） 2�．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（11） 

1�．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（�） 29．ࢵࣗࣅࢻシ࣮とラࣦ࢙ࣝの㡢ᴦᵝᘧ̿̿ᕪ␗とඹ㏻ᛶ 

1�．ཧຍ⪅の研究Ⓨ表（�）㸭๓期のまとめ 30．まとめ。ᐃ期ヨ㦂はᐇ᪋しない。 

 

■履修上の留意点（授業௨እの学習᪉ἲを含む） 

・講義や研究Ⓨ表でとりあࡆられるసရについては、ྍ⬟な㝈り、ᴦ㆕を‽ഛすること。 

 。られるసရについては、事๓にほ㈹し、ᴫ要をᢕᥱしておくことࡆれのᅇでとりあࡒれࡑ・

・講義でとりあࡆる内ᐜをࡼり῝く⌮ゎするために、௨ୗに⤂௓するཧ⪃文⊩を、授業と平⾜してㄞࡳ㎸ࢇでいくこと

が望ましい。 

■成績評価の方法・基準 

□方法 平常点 �0㸣、研究Ⓨ表 30㸣、期ᮎ࣏࣮ࣞࢺ（๓期・ᚋ期各1ᅇࡎつ） 20㸣 

 芸術文化学研究科（༤ኈㄢ⛬）の学生には、ᑓ㛛ᐙとしての⊂๰ⓗかつ学術ⓗな㐩成をồめる 

□基準 ฿㐩目ᶆをほ点として、履修つ⛬にᐃめる「授業科目の成⦼ホ౯ᇶ‽」に๎りホ౯する。 
 

■教科書・参考文献（資料）等 

□教科書  

□テキスト  

□参考文献 

ᯇᶫ㯞利ࠗࢵࣗࣅࢻシ࣮ （࠘㡢ᴦஅ཭♫ స᭤ᐙ・ேとసရシ࣮ࣜࢬ） 

ࣦラ࣮࣑࢕ࢹ ࢳࠗࢵ࢕ࣦࣞࢣࣥࣕࢪࣝ・ シ࣮̿̿生とṚの㡢ᴦࢵࣗࣅࢻ ⯪࠘ᒣ㝯、ᯇᶫ㯞利ヂ（㟷ᅵ♫） 

 ラࣦ࢙ࣝ̿̿生ᾭとసရ࠘஭上さつきヂ（㡢ᴦஅ཭♫）ࠗࣥ࢖ࢱシࣗࣥࣞ࢜・࣮ࣅ࣮࢔

 るラࣦ࢙ࣝᴦ᭤ศᯒ࠘㔝平一㑻ヂ（全㡢ᴦ㆕出∧♫）ࡼにࣥ࢔シ࣓ࠗࣥ࢔シ࣓・࢚࢕ࣦࣜ࢜

─ 23─


